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概要：本事業は，平成 27～29 年度に，北海道日高管内高等学校３校を実践指定校とし，タブレット PC

等による「主体的・対話的で深い学び」や「効果的な活用法」について調査研究し，その研究成

果を管内高等学校へ普及することを目的とする。生徒及び教員におけるアンケート結果から，タ

ブレット PC 等の ICTを活用した教育活動は，生徒の主体的・対話的で深い学びを導く有効な手段

であることが分かった。今年度は，生徒にどのような資質・能力が身に付いたか把握し，生徒自

身による自律的な学びに導く方略について検討する。 
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１ はじめに 

文部科学省の高大接続システム改革会議にお

ける「最終報告」では，「高等学校教育において

は，中学校卒業後のほぼ全ての者が，社会で生

きていくために必要となる力を共通して身に付

けることのできる最後の教育機関であることか

ら，その教育を通じて，一人ひとりの生徒の進

路に応じた多様な可能性を伸ばし，その後の高

等教育機関や社会での活動へと接続させていく

ことが必要である。そのためには，教育の在り

方も一層改善させることが必要であり，これか

らの時代に求められる資質・能力を育成すると

いう観点に立った高等学校の教育課程の見直し

を進めることが必要である。」としている。 

また，中央教育審議会教育課程企画特別部会

における「次期学習指導要領に向けたこれまで

の審議のまとめ（素案）のポイント」では，「次

期学習指導要領の実現に不可欠な ICT環境の整

備の必要性」について記載されている。 

このような背景を踏まえ，北海道日高管内高

等学校 ICT活用教育促進事業の実践指定校３校

では，平成 27～29 年度にかけ，「主体的・対話

的で深い学び」を実現するためのタブレット PC

等の効果的 ICT 活用について研究する。 

２ 日高管内高等学校 ICT 活用教育促進事業 

（１）北海道日高管内及び実践指定校の概要 

 

図１ 北海道日高管内について 

北海道日高管内は８町からなり（図１），面積

約 4,812 ㎢（和歌山県や福岡県とほぼ同じ面積），

人口 70,227 人である。 

管内の高等学校は道立５校と町立２校の計７

校であり，うち実践指定校３校の概要は表１の

とおりである。 

表１ 実践指定校の概要 

学校名 課程・学 科 学級数 生徒数 教職員数  

北海道富 川高 等 学 校  全日制・ 普通 科  ４ 90 18 

北海道静 内高 等 学 校  全日制・ 普通 科  15 528 51 

北海道浦 河高 等 学 校  全日制・ 総合 学 科  12 411 49 



（２）タブレット PC 

タブレット PCは Microsoft社の Surface３と

し，富川高校及び静内高校については生徒同士

のペアでの利用を想定し 20台，浦河高校は生徒

一人ひとりの利用を想定し 40台を配備した（図

２，３）。 

 

図２ 静内高校における利用状況 

 

図３ 浦河高校における利用状況 

３ 研究仮説 

研究仮説を「タブレット PC等による ICT を用

いた主体的・対話的で深い学びを促す授業へ改

善することにより，従前の授業スタイルを生徒

が主体となる学びのスタイルへ変容できる。」と

し，観点（１）～（５）を設定し，それぞれの

到達目標を次のとおりとした。 

（１）主体的な学び 

生徒が必要な情報を自由に活用することが可

能となり，生徒自身の知識の整理や再構成をす

ることができる。 

（２）普通教室における外部との接続 

インターネット上のサービスを活用し，様々

な情報を得ることが可能となり，生徒の豊かな

学習環境を保障することができる。 

（３）協働的な学び 

生徒が授業に貢献する学習コミュニティを形

成し，生徒間相互による多様な視点や価値観を

提供することができる。 

（４）情報伝達の即時性 

生徒間の情報伝達を短時間で行うなど，水平

方向の情報のやりとりが効率的に行われ，相互

作用を通した知の創造を促すことができる。 

（５）主体的・対話的で深い学び 

生徒間の知を共有し，相互に発展させていこ

うとする指向が働き，生徒間で情報を提供し合

い，多様な視点や価値観を広げることができる。 

４ 生徒及び教員のアンケート結果の分析 

到達目標の達成状況を把握するため，次のよ

うにアンケートを実施し，その結果を分析した。 

（１）アンケートについて 

平成 28年１月 14日（木）～２月９日（火）

の期間，アンケート入力用のウェブページをポ

ータルサイトに設置し，実践指定校３校におい

てタブレット PC を用いた授業を実施した教員

及び授業に参加した生徒を対象にアンケートを

行った。 

（２）回答者について 

教員の回答者は 19 名で担当教科は次頁のと

おりであり，生徒の回答者は 489 名で内訳はタ

ブレット PC の操作の習熟を考慮し３年生が最

も多かった（図５，６）。 

 

図５ 教員の担当教科の内訳 



 

図６ 生徒の学年の内訳 

（３）質問項目 

３の（１）～（５）について，生徒及び教員

への質問を設け，「大変できた・できた・あまり

できなかった・全くできなかった」の４段階の

リッカート法で回答を集約した。また，タブレ

ット PC を用いた授業へ積極的に参加すること

ができたとする生徒については，その理由を記

述式で回答を集約した。以下ア～オは生徒への

質問である。 

ア 主体的な学び 

タブレットＰＣを用いることで，授業中に必

要な情報を活用し，自分自身の知識を整理する

ことや新たなことに気付くことができたか。 

イ 普通教室における外部との接続 

普通教室等（情報処理室以外）でタブレット

PC を用いることにより，授業中にインターネッ

ト上のサービスを活用し，さまざまな情報を得

ることができたか。 

ウ 協働的な学び 

タブレット PCを用いた授業は，意見交流し易

く，他の生徒のさまざまな考えを知ることがで

きたか。 

エ 情報伝達の即時性 

タブレット PCを用いた授業は，他の生徒の考

えを短時間で効率的に知ることができたか。 

オ 主体的・対話的で深い学び 

自分自身の新たな考えを広げようと，タブレ

ット PC を用いた授業へ積極的に参加すること

ができたか。 

（４）実践指定校における生徒及び教員の回答

状況とその特徴 

生徒の回答では，全ての質問において７～９

割が「大変できた・できた」とする肯定的なも

のであった。 

また，教員の回答では「大変できた・できた」

とする肯定的なものは，「（３）協働的な学び」

を問う質問において約５割，それ以外の質問で

は約７割であった。 

（５）生徒アンケートの質問におけるポリコリ

ック相関係数（HAD による分析） 

集約した回答における質問項目間の相関関係

をみるため，ポリコリック相関係数を求めた。

統計分析ソフトは関西学院大学社会学部の清水

裕士准教授が開発した HAD を用いた。 

全ての質問項目において有意水準１％で相関

があり，「（３）協働的学び」と「（４）情報伝達

の即時性」を問う質問が最も相関が高く，「（１）

主体的な学び」を問う質問と最も相関が高かっ

たものは「（２）普通教室における外部との接続」

を問う質問であった（図７）。 

 

図７ 生徒アンケートのポリコリック相関係数 

 

（６）生徒アンケートにおける記述式の回答の

テキストマイニング分析（KH Corder に

よる分析） 

タブレット PC を用いた授業へ積極的に参加

することができたとする生徒のその理由につい

て，テキストマイニング分析を行った。 

分析ソフトは立命館大学産業社会学部樋口耕

一准教授が開発した KH  Corder とし，共起ネッ

トワークを作成した（図８）。 



 
図８ 生徒アンケートのテキストマイニング分析 

共起ネットワークでは，積極的に参加できた

理由として「タブレット PC による意欲の高ま

り」，「主体的な学び」，「協働的な学び」及び「深

い学び」が示唆される語句の集まりが見られた。 

７ 考察 

アンケートの分析結果から次のことが考察さ

れる。 

（１）「タブレット PC 等の ICTを活用した教育

活動」と生徒の「主体的・対話的で深い学

び」との親和性は高い。 

（２）タブレット PC を用いた授業は，他の生徒

の考えを短時間で効率的に知ることができ

るので，生徒間で意見交流し易く，他の生

徒の様々な考えを知ることができる。 

（３）普通教室等（情報処理室以外）でタブレ

ット PCを用いることにより，生徒はインタ

ーネット上のサービスを活用し，様々な情

報を得ることができるので，得られた情報

を活用し，生徒自身で知識を整理したり，

新たなことに気付くことができる。 

８ 平成 28 年度（２年目）の取組 

１年目の取組により，タブレット PC等の ICT

を活用した教育活動は，生徒の「主体的・対話

的で深い学び」を導く有効な手段であることが

分かった。 

今後は，タブレット PC を中心とする ICT を活

用した主体的・対話的で深い学びにより，生徒

にどのような資質・能力が身に付いたのか把握

するとともに，生徒自身による自律的な学びに

導く方略についてさらに検討していく必要があ

る。 

資質・能力については，中央教育審議会答申

によりまとめられ，次期学習指導要領に反映さ

れるものと考えられる。 

現行の学習指導要領のもとでできることとし

て，平成 28 年度は「生徒の学習状況の把握」の

方法について研究を進め，指定校が本時または

単元単位でルーブリック評価ができるよう，評

価規準からルーブリックを作成する方法やルー

ブリック評価による学習状況の把握について研

修会を実施するなどの支援を行っている。 

生徒自身による自律的な学びに導く方略につ

いては，生徒自身により振り返りが重要なこと

から，ルーブリック評価等で把握した学習状況

の生徒への還元方法について検討したい。 
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